
67
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緊急尿路処置を必要とした患者の検討
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要 旨

【目的】新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院は新潟県魚沼医療圏域の中核病院と
して2015年6月開院した．開院してからこれまでの緊急尿路処置を必要とした患者を集計し
検討した．

【対象と方法】 2015年6月～2017年8月の期間で，緊急の尿路処置を行った44例を対象と
し，原因疾患病態処置内容について検討した．

【結果】症例は男性20例，女性24例，年齢（中央値）は68.0歳(31～93歳）であった．

原因疾患は,結石性腎孟腎炎22例(50%),腎後性腎不全19例(43%),尿管損傷1例(2.2%),
腎膿瘍1例（2.2％)，膀胱内異物1例（2.2%）であった．結石性腎孟腎炎では，左10例，右11

例，両側1例で左右差はなく，敗血症を合併した症例が9例（44%）認めた． そのうち，基礎
疾患に糖尿病を認めた症例は4例（25%）であった.尿路感染症の起因菌はE.coliが12例(55%)

で最も多かった．処置内容は尿管ステント留置術が17例で最多であり，続いて腎瘻造設術が

3例，経尿道的結石破砕術が2例であった．結石性腎孟腎炎症例は緊急処置ならびに抗菌療法

にて軽快した．腎後性腎不全の原因疾患は，尿路結石によるものが5例で，腫瘍の浸潤が原因

であるものが14例（前立腺癌4例，膀胱癌3例後腹膜線維症3例， 胄癌播種2例，後腹膜

脂肪腫1例,子宮体癌再発1例）であった．処置内容は,結石症例で尿管ステント術留置術3例，
経尿道的結石砕石術2例施行され，腫瘍浸潤症例では尿管ステント術留置術8例，腎瘻造設術

6例であった腎機能は，術前で結石症例はCre3.1 2.0ml/dl (eGFR59.8=t6.0ml/min),腫
瘍浸潤症例ではCre5.3=t6.0ml/dl (eGFR24､4±25.9ml/min)であったが，術後はそれぞれ

CreO.83=tO.34ml/dl (eGFR59.8±6.0ml/min),Crel.3=tO.61ml/dl (eGFR49.9=t28.6ml/min)
と共に改善を認めた．

【結論】結石性腎孟腎炎などに対しては主に尿管ステント留置術が，腫瘍浸潤等による尿管
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閉塞症例では主に腎瘻造設術が選択された．本検討の結果，魚沼医療圏域においても泌尿器科
疾患に対する緊急対応の需要は高いことが明らかになり， 当院の重要性が再認識された．

キーワード：腎後性腎不全，結石性腎孟腎炎，経尿道的結石破砕術，尿管ステント留置術

対象と方法緒
■■■■
ー

一

口

2015年6月～2017年8月の期間に，緊急の

尿路処置（経尿道的手術，経皮的腎瘻造設術）が

必要となった44例を対象とした． それらの原因

疾患，処置内容について集計し検討した．

新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院

は新潟県魚沼医療圏域の中核病院として2015年

6月開院した．二次保健医療圏域には魚沼市，南

魚沼市，湯沢町，十日町，津南町などが含まれ，

背景人口は約15万人（国勢調査による老年人口

比率は約26％） となっている． 当院開院により

救急搬送において圏域外への搬送が減少してい

る')．泌尿器科においても結石性腎孟腎炎や急

性腎後性腎不全など様々な疾患において救急対

応が求められており，開院してからこれまでの

泌尿器科の緊急尿路処置患者について集計し検

討した．

結 果

患者は男性20例，女性24例，年齢（中央値）

は68.0歳(31～93歳）であった．

①原因疾患は，結石性腎孟腎炎22例（50%)，

腎後性腎不全19例（43％)，尿管損傷1例

（2.2%)，腎膿瘍1例（2.2%)，膀胱内異物1例

表1 緊急尿路処置を施行した症例（全体）

男20，女24症例

68.0(31~93）年齢（中央値）

原因疾患
1 1 1

22

19

圃結石性腎識腎炎鬮腎後性腎不全 鬮尿管損傷

鰯腎膿瘍 図膀胱内異物



乾他：新潟大学地域医療センター・魚沼基幹病院における緊急尿路処置を必要とした患者の検討 69

表2結石性腎孟腎炎症例

症例 男6，女16

年齢（中央値） 74．5(56~93）

左右 左10，右11，両側1
一令①由曲凸■■●■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■曲申早●写■◆●■■■■■■■●■■■■■■｡B■■■｡■○○○

起因菌 E.colil2(55%)

Citrobacterfreundii2(9%)

mebsiellapneumoniael(4.5%)

9(41％）

ー

敗血症合併

敗血症十糖尿病 4(18％）

処置内容 2

鰯尿管ステント留置術鬮腎瘻造設術

圃経尿道的結石.破砕術

転帰 軽快22(100％）
－

(2.2%）であった（表1） 後腹膜線維症3例， 胄癌播種2例，後腹膜脂

肪腫1例子宮体癌再発1例）であった．処

置内容は結石性で尿管ステント術留置術が3

例（両側2例）に，経尿道的結石砕石術が2

例に施行された．腫瘍浸潤性では尿管ステン

ト術留置術が8例（両側3例）に，腎瘻造設

術が6例（両側1例）に施行された．

④術前腎機能は結石による腎後性腎不全では

Cre3.1zt2.0ml/dl (eGFR59.8士6.0ml/

min),腫瘍浸潤による腎後性腎不全ではCre

5.3±6.0ml/dl (eGFR24､4士25.9ml/min)で

あったが，術後腎機能はそれぞれCreO.83f

0.34ml/dl (eGFR59.8±6.0ml/min),Cre

1.3±0.61ml/dl (eGFR49.9±28.6ml/min)

と共にまで改善を認めた（表3)．

②結石性腎孟腎炎では，左10例，右11例，両

側1例であった．敗血症を合併した例が9例

（44%)， そのうち基礎疾患に糖尿病を認めた

症例は4例（18％）であった.尿路感染症の起因

菌はE.coliが12例(55%)で最も多く，その他

Citrobacterfreundiiが2例(9%) ,Klebsiella

pneumoniaeが1例(4.5%)であった．処置内容

は，尿管ステント留置術が17例（両側1例）

が最も多く，続いて腎瘻造設術が3例，経尿

道的結石破砕術が2例であった．結石性腎孟

腎炎症例は緊急処置ならび抗菌療法により軽

快した（表2)．

③腎後性腎不全の原因疾患は,結石性が5例（両

側尿管結石4例，単腎尿管結石1例）で，腫

瘍浸潤性が14例（前立腺癌4例,膀胱癌3例，
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表3腎後性腎不全症例
■竺屯●ぬ“－－一品邑凸一一■■凸凸一＝ぬ｡｡●“q一一一＝一－一一画一一■－一－一一一一－一二一一●■凸由eqc公一｡●ニーーーーら＝－…~一一…一一■■■■｡a－－－一一“竺竺‐●凸令一心●凸一望一雲一一画－ニニーー輔一a一一■■－－－血凸a■“竺凸“…凸凸酉

症例 結石性5(両側4） 腫瘍浸潤性14

男2，女3 男8，女6

70.0(54~89）58.5(44~75）年齢（中央値）
一－－

1

一一▲一一

原因疾患

2

図膀胱癌

圏胃癌播種

園子宮体癌再発

■前立腺癌

圏後腹膜線維症

隠後腹膜脂肪腫

鰯両側尿管結猫ロ単腎尿管結澗

処置内容

2 6

3 8

圏尿瀞スチント留置術

麗経尿道的破砕術 圏尿管ステンI､留置術

鬮腎瘻

Cre5.3=t6.0ml/dl

eGFR24､4±25．9ml/min

術前 Cre3.1=t2.0ml/dl 術前

eGFR28､1=t21.0ml/min

■■、●…■、四℃ー■■■函■■■■■■■●■函●◆●①■●●

転帰

術後 CreO.83±0.34ml/dl 術後 Crel.3=tO.61ml/dl

eGFR59､8±6．Oml/min eGFR49.9±28.6ml/min

症例は16例（37%）のみで， それ以外は救急外来

受診が8例，院内紹介症例が8例，当科外来受診

が12例であり，すべてが救急搬送症例ではなか

った． しかし， これら救急搬送症例以外の症例に

おいても緊急の尿路処置は必要であったことか

ら，救急搬送症例数以上に圏域外搬送の減少に寄

与したと考えられる．

結石性腎孟腎炎はしばしば重篤化し，敗血症や

生命予後が不良な状態となりうる． また結石性腎

孟腎炎による敗血症患者の死亡率は2.3％と報告

されており2)，迅速な対応が求められる．結石性

腎孟腎炎の敗血症性ショックへの移行のリスクフ

考 察

当院の開院によって，魚沼医療圏域での救急搬

送の流れが変化した．救急搬送患者においては，

開院前(H26年6月～H27年5月）は，救急搬送

患者全7,444人のうち長岡地区などへの圏域外搬

送が1,447人(19.50%)であったのに対し，開

院後(H27年6月～H28年5月）は，救急搬送患

者全7,424人のうち圏域外搬送は595人(8.00%)

となっており， 当圏域の救急患者の圏域外搬送は

年比率で約60%減少している')．今回，検討し

た44症例のうち，実際に当院に救急搬送された
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アクターとしては高齢，パフオーマンスステータ

スの低いことなどが報告されており，高齢者が多

い当医療圏域では，結石性腎孟腎炎患者への迅速

な対応の必要性が高い2)3)．結石性腎孟腎炎に対

しては保存的加療よりもドレナージを速やかに施

行するほうが，良好な経過を辿るとされており，

当院での結石性腎孟腎炎の基本対応は迅速なドレ

ナージ術としている3)4)．本検討の結石性腎孟腎

炎症例のうち救急搬送された症例以外において

も，保存的加療を行った場合重篤化する可能性が

あり，緊急尿路処置の適応であったと考える．

腎後性腎不全症例についても救急搬送症例は4

例で，外来受診や他科からの紹介患者が主であっ

た． しかし，腎不全の要因が，腫瘍浸潤によるも

のや単腎尿路結石または，両側尿管結石が原因で

あったため保存的加療での改善は困難であり，全

症例で緊急の泌尿器科的処置が必要であったと

考えられる． また，急性腎後性腎不全で発症し

たIgG4関連疾患の後腹膜繊維症患者の一例では

緊急に両側尿管ステントを留置し， さらに当科

で前立腺部病変を生検することにより診断に繋

がった5)．本症例はその後の適切な治療によって，

急性腎後性腎不全から回復しており，改めて腎後

性腎不全症例の緊急尿路処置とその後の適切な治

療の重要性を認識した．

域の高齢化率が高いこと， また当院が唯一の泌尿

器科緊急尿路処置が可能な病院であることなど，

当院の重要性が再認識された．
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結
筆
覗

本検討から泌尿器科領域においても，当医療圏

域が広域であるという地理的条件に加えて， 当圏


